
夢舞大橋（旋回式浮体橋）
設計と建設について

構造工学セミナー 田中 洋



夢舞大橋架橋位置図
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検討項目 検討内容

自然条件

・風条件 ・水路内波浪条件

・沖波条件 ・津波、長周期波の取り扱い

・潮位条件

係留機構
・係留部構造設計条件

・フェンダー設計

動揺解析

・動揺計算方法

・橋梁上部工の弾性影響

・動揺に関係する設計条件値

水槽実験 ・波浪実験、動揺実験、曳航実験

曳航・旋回
・曳航時の安全性

・旋回時の回転機構の安全性

疲労解析 ・疲労強度評価方法

その他
・波浪、動揺に関する事項

・車輛走行性

主な技術的課題



実験・特殊解析一覧
項 目 目 的

風洞実験 全体風抗力係数の評価と風荷重の低減

水槽実験 回折波実験 架橋地点での回折波の把握

剛体動揺実験 浮体橋全体の動揺データ入手および

シミュレーション手法の確認

弾性応答実験 波浪波の橋体弾性応答特性の調査および

シミュレーション手法の確認

旋回機能試験 旋回機能部荷重の確認および旋回作業運用データ

の入手

ﾌｪﾝﾀﾞｰ特性確認試験 フェンダー各種静的・動的特性データの入手

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 動揺ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝにおけるｺﾞﾑﾌｪﾝﾀﾞｰの定式化の確認

走行試験・走行ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 車輛走行時の使用性（乗り心地）の評価

船舶衝突ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 船舶衝突時の破損度確認

動的地震応答解析・実験 ｺﾞﾑﾌｪﾝﾀﾞｰの非線形性、浮体の付加質量を考慮

した地震影響の確認



設計検討フ
ロー

橋梁本体の構造設計
橋体・ポンツーン
緩衝桁
支承および伸縮装置

係留構造
反 力 壁
係留基礎

動的弾性構造解析
波浪中弾性応答解析
ガスト応答解析

耐震性の照査
（動的応答解析）

弾性模型大型水槽実験

走行シミュレーション
（車両走行性の確認）

運用（オペレーション)

旋回システムの設計

旋回時水槽実験

付帯設備
防衝工
防食工

疲労強度検討

終局強度の検討

END

オペレーションマニュアル作成

メンテナンスマニュアル作成

START

計画条件の設計
（道路計画条件・航路条件・開橋条件等）

外力および地盤条件の設定
自然条件・活荷重条件・船舶衝突条件

地盤条件（変動量等）

設計指針の設定

可動橋部基本構造計画
（基本諸元の設定）

安定性の計算

係留設備検討
（係留・フェンダーの設置）

動揺シミュレーション
動揺量の算定
フェンダーの確認・係留反力の設定

風および波浪調査
風洞実験
埋立地の地盤変動解析

剛体模型大型水槽模型実験
ﾌｪﾝﾀﾞｰ特性試験
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

陸上取付橋
基本構造計画

地盤変動対策検討

耐震性の照査

陸上取付橋の構造設計
（上部・下部・基礎構造）

END



波浪中係留浮体動揺実験

旋回および仮係留実験

実験状況

波浪中弾性応答実験



旋回プロセス



回転ピン

ステップ１



緩衝桁

緩衝桁

ステップ２



反力壁

反力壁

ステップ３



タグボート

で旋回

ステップ４



旋回完了

ステップ５



ドック内大組立



No.2 ｹﾞｰﾄNo.1 ｹﾞｰﾄ
岸壁線

戸当り線

ドック長さ 408.3m

120t吊ジブクレーン 120t吊ジブクレーン15t吊ジブクレーン

ドック側面図

補剛桁幅 38.4m

ポンツーン寸法 58m

ドック幅 62m

ドック断面図



ポンツーン反力盛替・位置調整

上部工架設開始

B 3B 4B 5B 6B 7B 6 'B 5 'B 4 'B 3 '

AB2AB3AB3'AB2'

ＣＬ

FixFix

ドック内大組立手順

※
1

※
1

150㎜※1
※1

280,000+30(製作キャンパー分)
製作キャンパーを考慮したスパン長

注)2 ※1はポンツーンの大組立完了時の位置調整量(max=30mm)

注)1 夢洲側ポンツーンの組立は150mmセットバックした位置とする｡
セットバック 150mm

水平ストッパーにより位置調整を行う｡



補剛桁閉合前

補剛桁閉合

B 3B 4B 5B 6B 7B 6 'B 5 'B 4 'B 3 '

閉合遊間

閉合部材

ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾋﾞｰﾑ
150

ＣＬ

FixFix

B 3B 4B 5B 6B 7B 6 'B 5 'B 4 'B 3 '

閉 合

注) 1)夢洲側橋軸方向水平ストッパーを解放｡
2)夢洲側橋軸方向水平ストッパーによりセットフォワードを行い補剛桁を閉合する｡

FixMov
セットフォワード150mm

ＣＬ



アーチ閉合完了

上部工架設完了（ベント解放前）

AB1 B 1B 2AB1'B 2 'B 1 '

AB5AB6AB7AB6'AB5'
AB4'

B 3B 4B 5B 6B 7B 6 'B 5 'B 4 'B 3 '

ＣＬ 閉合部材

AB5AB6AB7AB6'AB5'
AB4'

B 3 AB1AB1' B 1B 2B 4B 5B 6B 7B 6 'B 5 'B 4 'B 3 'B 2 'B 1 '

ＣＬ



上部工架設完了（ベント解放後）

ＣＬ

ドック寸法 長さ:408.3m 幅:62.0m 深さ:12.5m



ポンツーン支持架台設置状況



浜出し状況

ドック入渠

沈 設

夢洲側ポンツーン 浜出し～入渠～沈設状況



ウインチ

ウインチ

ウインチ

ウインチウインチ

ウインチ

ウインチ

ウインチ

(3ｔ引き×3本掛)

(3ｔ引き×3本掛)

(3ｔ引き×3本掛)

(3ｔ引き×3本掛)

チルホール チルホール

チルホールチルホール

かん合金物 かん合金物

キャレッジ キャレッジ キャレッジキャレッジ

舞洲側 舞洲側

0.5ｍ DOWN６ｍ DOWN

0.
5m

勘合金物詳細

勘合金物 水平ｽﾄｯﾊﾟｰ

夢洲側ポンツーン沈設要領

ステップ１ ステップ２



ポンツーン反力盛替作業ステップ

ポンツーン底板

製作時仮受台
油圧ジャッキ

ポンツーン支持架台

ステップ１

•反力盛替のため、予め側径間側へ230mm移動して設置、沈設

•油圧ジャッキによりポンツーンをジャッキアップし、製作時
仮受台を撤去



ポンツーン支持架台

すべり受台高さ調整治具

すべり受台（ゴム支承）

無収縮モルタル

ステップ２

・ポンツーンをジャッキで所定高さに支持した状態で、
すべり受台の高さ調整を実施（ポンツーンに密着させる）

・すべり受台の高さ調整後、再ジャッキアップを行い、
無収縮モルタルを打設



ジャッキアップ状況

反力監理システム



ポンツーン支持架台

舞洲側：２３０㎜

夢洲側： ８０㎜

ステップ３

・ジャッキダウン後、水平ストッパーに設置した油圧
ジャッキで所定の位置にポンツーンを水平移動させる
（夢洲側は150mmセットバックした位置とする）



ポンツーン設置状況

舞洲側

夢洲側



ベント設備

ＬＣ

番号は架設順序を示す。

支柱 □ 600×800

基礎梁 H-400

頂部下梁

頂部上梁

水平材 CT-118

斜材 L-130

基礎梁 H-400

支柱 □ 600×800

水平材 CT-118

頂部下梁

頂部上梁

斜材 L-130

③ ④⑥

ゲルバー梁

※閉合前に解放

① ⑤ ② ⑦

斜材 H-350



水平梁下ベント

レ
ベ
ル
差
か
ら
た
わ
み
角
を
求
め
る

調整ジャッキ位置

変
形

m
a
x
=1

2
㎜

遊間倒れ量

ジャッキによる傾き調整



ポンツーン上の架設状況

中央径間側補剛桁の架設



補剛桁閉合要領

B3MB4MB5MB6MB7B6YB5YB4YB3Y

分岐金具

Ｃ Ｌ

水平ジャッキ 水平ジャッキ

300t油圧ｼﾞｬｯｷ 300t油圧ｼﾞｬｯｷ

ａ部
ａ部詳細

すべり受台

300t油圧ジャッキ ポンツーン付水平ストッパー

ｾｯﾄﾌｫﾜｰﾄﾞ ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾋﾞｰﾑ
閉合遊間150㎜

夢洲側

ＭＯＶ ＦＩＸ

舞洲側

水平ジャッキ
水平ジャッキ

300t油圧ｼﾞｬｯｷ 300t油圧ｼﾞｬｯｷ

中央径間側側径間側 ＣＬ

夢洲側

油圧ポンプ



ポンツーン下閉合設備
（荷重/変位油圧ジャッキ設備）

ベント上閉合設備
（ベント変位修正設備と主構受点）



側径間補剛桁の架設

側径間ベント組立

側径間補剛桁架設状況



当初計画継ぎ手

回転ピンの架設要領

架設状況



ベント反力解放手順

ドック内注水

半注水による反力調整

ベント反力解放
（1000tジャッキ×2基/片主構）



中央径間ベント上梁１２０ｔ
ジブ相吊りによる一括撤去

側径間ベント上梁１２０ｔ
ジブ相吊りによる一括撤去

ベント解体
係留フェンダー取付



ドック内大組立完了
（二次半注水完了状態）



D L - 4 . 25 m

D L+ 0 .9 5 m( M SL )

係留設備架設手順

ステップ１：アンカーフレーム架設



舞洲側アンカーフレーム
総組立完了（260t)

舞洲側アンカーフレーム
ＦＣ架設



D L+ 0 .1 5 m

鉛直反力受台
グラウト

ステップ２：鉛直反力受台架設



鉛直反力受台架設

鉛直反力受台グラウト工



架設用足場

後架設

シールおよび止水ゴム

DL+1.10m
DL+2.20m

回転ピン軸受台車、機側操作室

倒立油圧シリンダー

回転ピン受台

反力壁上部

ステップ３：受梁架設



夢洲側係留構造架設 舞洲側係留構造浜出し



夢洲側舞洲側

3,600PS曳船

4,000PS曳船

3,600PS曳船

6
2
m

408.3m
壁

岸

常設ウインチ
仮設ウインチ

キャリッジ

常設ウインチ

出渠要領

使用ウインチ

ドックサイド常設ウインチ

夢洲側

舞洲側

ポンツーン上

仮設ウインチ

能力 台数

15tf ４

４

20tf ２

40tf

20tf ２

40tf ２



出渠状況
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船団構成

桁長419.7m

280m

側方警戒船

進路警戒船

側方警戒船

後方警戒船

4000PS曳船

4000PS曳船

3600PS曳船

3600PS曳船

3600PS曳船

3600PS曳船

4000PS曳船

4000PS曳船

工事本部船(3600PS曳船)

770m
600m50m 80m 40m

桁長419.7m

280m

側方警戒船

進路警戒船

側方警戒船

後方警戒船

4000PS曳船

4000PS曳船

3600PS曳船

3600PS曳船

3600PS曳船

3600PS曳船

4000PS曳船

4000PS曳船

工事本部船(3600PS曳船)

770m
600m50m 80m 40m



曳航状況



現地据付手順

浮体橋の位置決め

回転ピン挿入

浮体橋旋回

反力壁立て起こし

緩衝桁ジャッキダウン



3,600PS曳船

4,000PS曳船

3,600PS曳船

3,600PS曳船

4,000PS曳船

4,000PS曳船

4,000PS曳船

3,600PS曳船

回転ピン

２

１

夢 洲 側

舞 洲 側

約70
m

25ｔ係留柱25ｔ係留柱

35ｔ係留柱

70ｔ係留柱70ｔ係留柱

現地据付要領



現地据付状況




